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本
論
文
は
、
第
一
章
か
ら
第
五
章
に
わ
た
っ
て
真
宗
民
俗
、
す
な
わ
ち
真
宗
門
徒
の
民
俗
に
つ
い
て
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。
従
来
、
民
俗
学
研
究
に
お
い
て
真
宗
民

俗
は
き
ち
ん
と
捉
え
ら
れ
ず
、
位
置
づ
け
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
「
真
宗
民
俗
史
」
と
い
う
方
法
論
と
研
究
課
題
を
明
ら
か
に
し
た
あ
と
、
葬
送
儀
礼
・
名
号

と
御
文
・
地
域
に
お
け
る
寺
檀
関
係
と
民
俗
・
蓮
如
上
人
絵
伝
と
い
う
具
体
的
事
例
の
研
究
を
通
じ
て
、
真
宗
門
徒
の
民
俗
伝
承
と
形
成
に
つ
い
て
歴
史
民
俗
学
の
立

場
か
ら
論
じ
た
。 

 

第
一
章
「
真
宗
民
俗
史
の
方
法
と
課
題
」
で
は
、
な
ぜ
「
真
宗
民
俗
」
を
論
じ
る
必
要
が
あ
る
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
最
初
に
「
真
宗
と
民
俗
」
の
関
係
か

ら
「
真
宗
の
民
俗
化
」
と
「
真
宗
の
反
民
俗
性
」
と
い
う
問
題
視
角
と
枠
組
み
を
設
定
し
た
。
真
宗
門
徒
の
生
活
や
信
仰
も
民
俗
的
な
あ
り
方
を
し
て
い
る
。
一
般
民

俗
に
対
し
て
、
対
立
も
否
定
も
共
存
も
習
合
も
あ
っ
た
。
だ
か
ら
習
合
論
だ
け
で
な
く
、
反
民
俗
性
と
い
う
民
俗
否
定
的
な
問
題
を
見
落
と
し
て
は
な
ら
な
い
。
非
習

合
論
に
し
て
「
民
俗
の
真
宗
化
」
で
あ
り
、
「
真
宗
の
民
俗
」
＝
真
宗
が
生
み
出
し
た
民
俗
で
あ
る
。 

 

真
宗
門
徒
の
民
俗
は
、
真
宗
教
義
や
教
団
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
儀
礼
・
行
事
が
地
域
社
会
の
な
か
で
定
着
し
、
門
徒
に
よ
っ
て
伝
承
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
っ
た
。

真
宗
や
真
宗
門
徒
の
中
に
、
従
来
の
民
俗
学
が
示
し
て
き
た
日
本
人
の
民
俗
性
を
探
る
と
同
時
に
、
真
宗
が
生
み
出
し
た
真
宗
門
徒
の
民
俗
を
捉
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
こ
う
し
た
真
宗
民
俗
論
に
は
、
門
徒
の
民
俗
の
中
に
民
俗
性
と
反
民
俗
性
の
要
素
が
あ
り
、
地
域
に
お
け
る
民
俗
と
歴
史
の
問
題
、
民
俗
形
成
の
課
題
が
あ
る
と

し
た
。
真
宗
門
徒
の
信
仰
や
生
活
に
つ
い
て
は
、
歴
史
学
の
近
世
真
宗
史
や
思
想
史
で
も
議
論
さ
れ
て
き
た
が
、
真
宗
特
殊
論
と
し
て
批
判
さ
れ
て
い
た
。
た
し
か
に

真
宗
お
よ
び
真
宗
門
徒
は
特
殊
な
性
格
を
有
し
て
い
る
が
、
こ
の
「
特
殊
」
を
研
究
す
る
こ
と
は
、
「
普
遍
」
「
一
般
」
と
さ
れ
て
き
た
信
仰
世
界
や
民
俗
的
世
界
観

を
逆
に
相
対
化
す
る
こ
と
も
で
き
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
民
俗
学
は
現
在
を
基
点
に
し
て
、
現
在
ま
で
伝
承
さ
れ
て
き
た
民
俗
の
変
遷
と
構
成
・
機
能
を
追
求
す
る
。

真
宗
民
俗
の
研
究
は
、
伝
承
の
歴
史
性
を
遡
源
的
に
考
究
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
真
宗
門
徒
の
「
民
俗
史
」
と
基
層
信
仰
の
姿
も
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で

は
な
い
か
、
と
主
張
す
る
。 

 

第
二
章
「
真
宗
門
徒
の
葬
送
儀
礼
」
で
は
、
本
願
寺
宗
主
と
門
徒
の
葬
送
儀
礼
を
と
り
あ
げ
る
。
宗
主
の
葬
送
史
料
か
ら
儀
礼
全
体
の
構
成
と
特
質
を
捉
え
、
禅
宗

の
葬
儀
は
没
後
作
僧
と
引
導
・
下
火
を
中
心
と
す
る
成
仏
儀
礼
、
真
宗
の
葬
送
儀
礼
は
死
者
が
往
生
し
た
往
生
儀
礼
と
し
た
。
真
宗
の
棺
蓋
名
号
な
ど
は
、
遺
骸
に
対

す
る
呪
術
的
意
味
や
成
仏
儀
礼
と
し
て
の
入
棺
作
法
を
真
宗
的
に
改
変
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
一
方
、
四
門
儀
礼
は
否
定
し
た
。
真
宗
の
葬
送
儀
礼
は
、
宗
派
に
関
係

の
な
い
遺
骸
処
理
に
と
も
な
う
民
俗
儀
礼
の
上
に
、
す
で
に
蓮
如
期
に
葬
送
儀
礼
を
確
立
さ
せ
て
い
た
禅
宗
な
ど
の
儀
礼
を
真
宗
的
に
変
容
さ
せ
て
成
立
し
た
。 
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真
宗
門
徒
の
葬
送
儀
礼
に
つ
い
て
は
、
湖
北
地
方
の
現
行
民
俗
で
あ
る
オ
ソ
ウ
ブ
ツ
を
中
心
に
論
じ
る
。
一
五
〇
〇
年
代
か
ら
一
六
〇
〇
年
代
初
頭
に
か
け
て
、
教

団
か
ら
下
付
さ
れ
た
絵
像
本
尊
が
門
徒
の
葬
儀
に
使
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
阿
弥
陀
如
来
の
絵
像
は
近
世
に
寺
院
化
す
る
以
前
の
道
場
本
尊
で
あ
っ
た
。
現
在
は
リ
ン

ジ
ュ
ウ
ブ
ツ
（
臨
終
仏
）
と
呼
ば
れ
て
い
る
が
、
も
と
は
ソ
ウ
ブ
ツ(

惣
仏)

で
あ
る
。
戦
国
期
か
ら
近
世
社
会
成
立
へ
と
い
う
中
で
、
近
世
村
が
成
立
し
て
道
場
も
寺

院
化
し
て
い
く
。
門
徒
集
団
も
惣
結
合
か
ら
講
集
団
へ
と
変
化
し
、
絵
像
本
尊
も
「
惣
仏
」
か
ら
「
講
仏
」
へ
と
性
格
・
機
能
が
変
化
し
た
と
指
摘
す
る
。 

 

第
三
章
「
名
号
と
御
文
の
民
俗
」
は
、
真
宗
門
徒
の
名
号
祭
祀
や
御
文
拝
読
と
い
う
繰
り
返
し
の
行
為
を
民
俗
と
み
て
考
察
し
た
も
の
で
あ
る
。
門
徒
は
「
南
無
阿

弥
陀
仏
」
の
名
号
を
蓮
如
以
降
、
現
在
ま
で
祭
祀
し
て
き
た
。
こ
の
名
号
祭
祀
形
態
の
変
遷
と
意
味
・
機
能
に
つ
い
て
、
近
世
初
期
か
ら
道
場
が
寺
院
成
り
し
、
門
徒

家
に
も
仏
壇
が
成
立
し
て
く
る
と
い
う
過
程
の
中
に
さ
ぐ
っ
た
。
六
字
名
号
を
本
尊
と
し
た
「
名
号
の
時
代
」
は
短
く
、
道
場
が
寺
院
化
し
て
い
く
一
六
〇
〇
年
か
ら

一
六
五
〇
年
こ
ろ
は
、
次
第
に
そ
の
宗
教
的
役
割
・
機
能
を
終
え
て
い
っ
た
分
岐
点
で
あ
っ
た
。 

 

「
御
文
拝
読
」
と
い
う
こ
と
は
、
真
宗
に
と
っ
て
、
ま
た
門
徒
に
と
っ
て
す
ぐ
れ
て
類
型
的
か
つ
強
力
な
行
為
伝
承
で
あ
り
言
語
伝
承
で
あ
る
。
門
徒
は
御
文
を
ど
の
よ
う

に
読
ん
で
き
た
の
か
、
伝
承
さ
せ
た
力
は
何
で
あ
っ
た
の
か
。
本
願
寺
が
近
世
教
団
と
し
て
出
発
す
る
ま
で
は
巻
子
装
な
ど
の
「
証
判
御
文
」
が
主
流
で
あ
り
、
門
徒
の

前
で
実
際
に
拝
読
さ
れ
て
い
た
。
『
五
帖
御
文
』
は
門
徒
家
の
仏
壇
成
立
過
程
の
中
で
普
及
し
、
反
対
に
巻
子
装
御
文
は
忘
れ
去
ら
れ
て
い
っ
た
。
が
、
一
六
〇
〇
年

代
後
半
に
い
た
っ
て
再
び
御
文
は
御
消
息
と
い
う
巻
子
装
の
体
裁
で
復
活
し
普
及
す
る
。
「
御
文
御
書
」
と
呼
ば
れ
る
御
消
息
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
近
世
の
講
を
対
象

と
し
て
成
立
普
及
し
た
。
御
文
を
伝
承
さ
せ
た
力
は
、
蓮
如
の
コ
ト
バ
で
あ
る
。
門
徒
は
コ
ト
バ
を
丸
ご
と
受
け
取
る
聴
聞
の
仕
方
で
、
読
み
上
げ
ら
れ
る
コ
ト
バ
は

ま
さ
し
く
「
蓮
如
の
声
」
で
あ
っ
た
。 

 

第
四
章
「
真
宗
門
徒
の
村
と
民
俗
」
は
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
中
心
に
し
た
地
域
論
、
真
宗
門
徒
の
共
同
体
論
で
あ
る
。
ム
ラ
の
寺
檀
関
係
を
詳
細
に
調
査
し
て
、

ム
ラ
の
成
立
、
村
内
寺
院
の
成
立
か
ら
寺
檀
や
民
俗
の
形
成
に
つ
い
て
述
べ
た
。
尾
張
西
部
の
木
曽
川
下
流
域
に
は
複
檀
家
（
半
檀
家
）
が
み
ら
れ
る
。
男
女
別
に
檀

那
寺
を
も
つ
複
檀
家
が
ど
う
し
て
成
立
し
た
の
か
と
い
う
問
題
を
、
講
下
制
度
・
配
下
制
度
と
い
う
「
ム
ラ
と
家
と
寺
院
」
と
の
関
係
か
ら
考
察
し
た
。
複
檀
家
の
成

立
は
、
近
世
の
新
田
開
発
に
よ
っ
て
ム
ラ
が
成
立
し
て
も
ム
ラ
の
中
に
寺
院
が
な
く
、
農
民
は
入
植
以
前
の
寺
檀
関
係
を
継
続
し
て
い
た
。
そ
れ
が
「
ム
ラ
と
家
と
ジ

ゲ
寺
」
と
の
関
係
に
よ
っ
て
、
複
檀
家
が
成
立
し
た
要
因
で
あ
る
。 

 

「
西
三
河
に
お
け
る
真
宗
門
徒
の
村
と
民
俗
」
で
は
、
「
真
宗
門
徒
の
村
」
と
「
民
俗
の
あ
り
様
」
に
つ
い
て
述
べ
る
。
門
徒
の
村
で
あ
っ
て
も
複
雑
な
寺
檀
関
係
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を
形
成
し
て
お
り
、
そ
こ
に
村
の
開
発
や
村
内
寺
院
の
成
立
、
さ
ら
に
寺
檀
関
係
が
規
定
す
る
村
の
信
仰
と
民
俗
伝
承
の
形
成
が
看
取
で
き
る
。
と
り
わ
け
イ
ッ
ト
ウ

と
い
う
同
族
が
寺
檀
関
係
に
関
わ
っ
て
い
た
。
近
世
の
村
が
成
立
し
、
道
場
が
寺
院
化
し
て
寺
院
が
門
徒
と
新
た
な
寺
檀
関
係
を
形
成
し
て
い
っ
た
と
き
、
イ
ッ
ト
ウ

の
草
分
け
的
な
家
が
依
然
と
し
て
本
證
寺
や
上
宮
寺
・
勝
鬘
寺
と
の
手
次
関
係
を
維
持
し
た
の
で
、
村
内
が
複
雑
な
イ
ッ
ト
ウ
ご
と
の
寺
檀
関
係
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。 

 

「
信
仰
民
俗
の
地
域
差
と
真
宗
」
は
、
尾
張
・
三
河
と
い
う
愛
知
県
全
体
の
な
か
で
真
宗
優
勢
地
域
の
民
俗
的
特
徴
を
捉
え
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
県
内
を
概

観
す
る
と
、
大
き
く
は
禅
宗
が
尾
張
東
部
、
三
河
東
部
と
山
間
部
、
渥
美
半
島
、
真
宗
が
尾
張
西
部
、
三
河
平
野
部
と
棲
み
分
け
て
い
て
、
そ
の
間
に
浄
土
宗
他
の
寺

院
が
展
開
し
て
い
る
。
こ
の
宗
派
分
布
の
中
で
ジ
ノ
カ
ミ
、
ジ
ル
イ
、
イ
ッ
ト
ウ
、
百
八
松
明
行
事
、
全
拾
骨
と
一
部
拾
骨
、
両
墓
制
、
無
墓
制
と
い
う
民
俗
の
分
布

と
地
域
差
を
示
し
た
。
真
宗
地
域
で
は
、
従
来
、
民
俗
学
が
描
い
て
き
た
よ
う
な
民
俗
儀
礼
体
系
が
成
立
し
て
お
ら
ず
、
初
盆
に
対
す
る
意
識
が
希
薄
、
遺
骨
に
対
す

る
信
仰
も
希
薄
で
あ
っ
た
。 

 

第
五
章
「
蓮
如
伝
承
の
生
成
と
門
徒
の
信
仰
」
は
、
蓮
如
上
人
絵
伝
を
民
俗
資
料
と
し
て
蓮
如
伝
承
の
生
成
や
門
徒
の
蓮
如
信
仰
を
捉
え
よ
う
と
し
た
「
蓮
如
」
の

民
俗
信
仰
論
で
あ
る
。
蓮
如
上
人
絵
伝
の
多
く
は
、
寛
政
十
年(

一
七
九
八)

の
三
〇
〇
回
忌
か
ら
明
治
三
十
一
年(

一
八
九
八)

の
四
〇
〇
回
忌
に
か
け
て
、
門
徒
が
私

的
に
制
作
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
絵
伝
成
立
に
と
っ
て
は
、
蓮
如
三
〇
〇
回
忌
が
大
き
な
画
期
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
絵
伝
全
体
と
し
て
は
、
蓮
如
が
「
権
化
の
再
誕

者
」
で
あ
っ
た
こ
と
を
語
っ
て
い
た
。
蓮
如
伝
承
は
生
成
と
再
編
さ
れ
て
伝
え
ら
れ
て
き
た
。
女
人
と
大
蛇
済
度
の
伝
説
な
ど
は
典
型
例
で
あ
る
。
絵
伝
の
絵
相
を
手

が
か
り
に
伝
説
の
成
立
時
期
に
つ
い
て
考
究
し
、
蓮
如
上
人
絵
伝
と
伝
記
の
関
係
、
絵
解
き
台
本
な
ど
の
資
料
も
発
掘
し
て
報
告
し
た
。 

 

「
蓮
如
」
の
世
俗
化
と
民
俗
化
に
つ
い
て
も
言
及
し
た
。
蓮
如
は
『
石
山
後
日 

れ
ん
げ
上
人
』
の
よ
う
に
浄
瑠
璃
化
さ
れ
て
物
語
と
な
り
、
「
権
化
の
再
誕
者
」

か
ら
「
生
き
如
来
」
へ
と
門
徒
の
蓮
如
像
が
変
化
し
て
い
っ
た
。
民
俗
化
と
は
世
俗
化
し
た
も
の
が
一
定
の
型
、
す
な
わ
ち
言
葉
（
口
頭
伝
承
）
や
行
為
（
行
為
伝
承
）

で
も
っ
て
時
間
的
に
伝
え
ら
れ
る
文
化
現
象
の
こ
と
で
あ
る
。
門
徒
は
蓮
如
の
遺
跡
や
さ
ま
ざ
ま
な
遺
品
と
さ
れ
る
も
の
、
伝
説
な
ど
を
通
し
て
蓮
如
そ
の
人
と
結
び

つ
い
て
い
こ
う
と
す
る
。
毎
年
繰
り
返
さ
れ
る
蓮
如
忌
や
「
蓮
如
上
人
吉
崎
御
下
向
」
行
事
、
読
縁
起
、
蓮
如
上
人
絵
伝
と
絵
解
き
説
経
な
ど
に
結
縁
し
て
、
門
徒
は

蓮
如
に
出
遇
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。
日
常
生
活
に
お
い
て
は
、
毎
日
の
御
文
拝
読
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
モ
ノ
・
コ
ト
を
通
し
て
門
徒
の
蓮
如
信
仰
は
形

成
さ
れ
た
。
蓮
如
上
人
絵
伝
は
、
ま
さ
し
く
こ
の
門
徒
の
蓮
如
信
仰
が
生
み
出
し
た
も
の
で
り
、
門
徒
の
蓮
如
像
は
絵
伝
の
中
に
描
か
れ
た
姿
と
い
っ
て
よ
い
。 

 

蓮
如
上
人
絵
伝
や
蓮
如
忌
な
ど
の
行
事
に
は
、
「
法
主
信
仰
」
と
「
蓮
如
信
仰
」
が
表
出
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
「
法
主
信
仰
」
と
「
蓮
如
信
仰
」
は
、
と
も
に
「
生
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き
神
（
生
き
仏
）
信
仰
」
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
信
仰
形
態
で
あ
る
が
、
両
者
に
違
い
も
あ
っ
た
。
法
主
信
仰
は
真
宗
が
教
団
化
し
て
職
能
と
し
て
発
生
・
形
成
さ
れ
た

信
仰
で
「
氏
神
型
」
、
「
蓮
如
信
仰
」
は
真
宗
を
中
興
し
た
蓮
如
と
い
う
人
物
そ
の
人
に
対
す
る
門
徒
の
信
仰
で
「
人
神
型
」
で
あ
っ
た
。 

 

現
在
の
民
俗
学
は
研
究
対
象
を
見
失
い
、
歴
史
を
捨
て
て
、
現
代
の
中
に
新
し
い
方
向
性
を
切
り
開
こ
う
と
し
て
い
る
。
そ
れ
も
民
俗
研
究
の
一
つ
の
可
能
性
で
あ

ろ
う
が
、
本
論
文
で
提
起
し
た
真
宗
民
俗
史
の
課
題
と
研
究
対
象
、
地
域
の
フ
ィ
ー
ル
ド
調
査
に
基
づ
く
民
俗
資
料
と
文
献
史
料
を
と
も
に
生
か
す
方
法
も
、
ま
た
一

つ
の
歴
史
民
俗
学
と
し
て
の
可
能
性
で
あ
ろ
う
。 

               


